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１．研究計画の概要 
 国立科学博物館に所蔵される標本と新た
に野外調査で収集した資料に基づき、鉱物の
産状・分布を調査しデータベースを作成する。
鉱物の含有元素分析や結晶学的解析を
EPMA やガンドルフィーカメラなどを用い
て行う。最終的には環境に影響をおよぼす元
素類を主成分とする鉱物の日本列島分布マ
ップを作成し、その作成ソフトも公開する。 
２．研究の進捗状況 
 これまで、ヒ素を主成分とする鉱物をはじ
め、新鉱物や我が国ではじめての発見となる
鉱物などの産状を明らかにし、学会発表、論
文発表を行った。また、９種類の鉱物の日本
列島分布マップを作成した。 
３．現在までの達成度 
 ② おおむね順調に進展している。 
（理由） 
４年計画のうち、３年が経過し、目的のほぼ
８０％が達成できていると考える。 
４．今後の研究の推進方策 
 今後は鉱物の日本列島分布マップに掲載
できる鉱物の種を増やし、少なくとも２０種
の完成をめざしたい。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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